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　本会元糊会長，宮碕市定博士は去る三月を以て御在職久しい京都大学の講鑓を去られ

た。本巻はその高曇窟を紀念して搏士の知友・門下のひとびとによって献星きれた東西

交渉史に関する研究特出である。

　藁洋史学者としての博士の研究域は，申圏を中心に東はε1本・朝鮮から西はエジプ

ト・シリアにおよび，およそアジアの全域をおおうが，西アジアとの直接の関係は『菩

薩蛮記』の博士の自序の申にみえるように，昭禾fl十一・二年以来のことのようである。

博士はパリ留学中の昭和十二年九・十月の候，単身トルコ・シリア・パレスタイン・イ

ラク・エジプトなどの西アジア諸富への大旅行を敢行きれた。この旅行が西アジアに対

する博士の学説的情熱をかりたてたようで，それはやがて「條支と大秦と西海」とか，

あるいは「西璽細亜史の展望」（『菩薩蛮謡』所収）とかの卓抜した論著として，多くの

後進を誘搬することになった。

　戦後京都大学文学部は，いちはやく西アジア・南アジア史学コースを設けて，従来わ

が函東洋学研究のうちでも最もたちおくれていたこの方面の研究に力を濫ぐことにな

り，今日このコーースからは幾多新進の研究者を生みだしているが，これは全く博士の嘱

道によって実現したものである。

　ここに『西南アジア研究』が博士を紀念して第十四号を特輯することになったのも，

これにより，いきさかながらも博士の学恩に報いんためにほかならない。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（昭和四十年四月二二十七臼認）


